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あけましておめでとうございます。令和３年が始まりました。冬季休業中は、いつもと違う年末年始を過ごされたご

家庭も多かったのではないかと思います。新型コロナウィルス感染症の猛威の前に、驚きと不安が増している毎日

ではありますが、児童一人一人が、ご家族や地域の皆様が、安全で健やかな１年を過ごすことができるようになるこ

とを心より願い、新年のご挨拶を申し上げます。 

さて、７日に発令された緊急事態宣言は、今後の教育活動への様々な影響を避けられそうにありません。学校は、

これまで以上に感染防止対策を徹底した上で、教育活動の継続を図っていかなければなりません。三密の回避、

手洗いの徹底、マスクの着用、こまめな換気、マスクを外した時の会話自粛、毎日の検温の確認と健康観察など、こ

れまでの対応を緩めることはできません。ご家庭におかれましても、基本の感染予防対策を徹底し、毎朝の検温と

健康観察、家族も含めて体調不良等ある場合には自宅待機とする、不要不急の外出を避けるなど、改めてご協力

をお願いすることとなります。１月の学校公開は、１２月の土曜授業公開に引き続いての中止となりました。保護者の

皆様には大変申し訳なく思いますが、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

このように、今まで通りとはいかないことばかりの学校生活ではありますが、実際の教育活動においては、「できな

い」「意味が無い」と考えるのではなく、「どうしたらできるか」「どうすれば意味が有る活動になるのか」ということを、教

職員も、児童一人一人も、知恵を出し合って考えていくことが求められているように思います。 

１２月に行われた「全日本体操個人総合選手権」での内村航平選手の鉄棒の演技に、私は、目が釘付けになりま

した。高難度の離れ技を次々と決めるだけでなく、体の線がピタッと整い、その技と技の間合いからも完成度の高さ

を見取ることができるのです。そして、最後の着地まで、その美しさがなくなることはありませんでした。「美しい体操」

という言葉で、日本で、世界でその力を保持してきた内村選手でしたが、新しい世代の台頭とともに、これまでのよう

な結果が出せなくなっていました。その内村選手が、鉄棒の演技一種目に絞り、まさに、「美しい体操」を披露してく

れたのでした。改めて頂点を目指そうとする気力をもつこと、コロナ禍での不自由な練習環境、モチベーションの維

持、そのどれ一つをとっても易しいことはなかったはずです。その努力は、想像することもできませんが、「もうできな

い」「何をしても意味がない」と考えるのではなく、「今すべきこと、今できること」を見い出し、計画的に、誠実に、練

習を重ねてきた自信が、その演技の完成度を引き上げていたように思います。もちろん、だれもが世界を目指して

物事に取り組んでいるわけではありませんが、どのように学ぶか、どのように生きるかという問いに対しては、内村選

手の体操に通じるものがあるように思うのです。 

１２月、放課後になると決まって昇降口の靴箱の掃除をしている２年生の姿を見か

けました。２人組になって、靴箱の中をきれいに掃き、上履きをきれいにそろえていま

す。手が凍えるような寒さの日も丁寧に掃除をしています。尋ねてみると、係活動とし

て取り組んでいて、係の中でグループを作り、時間を分担して活動しているということ

でした。学校生活や今後の生活について不安ばかりが募っていくような状況ですが、

係活動であれ、毎日の学習活動であれ、「今すべきこと、今できること」を、２年生のように、丁寧にコツコツと取り組

むことが益々大事になってくるように思います。「何のために勉強をするのか」、それは、「自分の可能性を広げるた

め」という話を聞いたことがあります。目の前にある学びの機会を、「できない」「意味がない」と決めてしまうのではな

く、この一つ一つの学びの機会は、自分の可能性を広げるチャンスになると考え、結果ではなく取組の過程を大切

にし、その過程を振り返りながら次の取組に生かしていくことを大事できるようになってもらいたいと思います。 

いよいよ、１月末には、一人一台のタブレットが区より貸与されることとなります。基本的には、教科書やノートと同

様に、ランドセルに入れて持参するものとなります。ご家庭では、毎日の充電と適切な保管等をお願いすることにな

ります。詳細につきましては、１月中旬にお知らせいたします。タブレット導入は、児童の学習への意欲を喚起するこ

とや家庭学習の充実なども期待でき、学習の幅も広がっていくことでしょう。しかし、タブレットを扱うのは児童一人一

人です。丁寧にコツコツと取り組むことで、初めて有効なツールになります。タブレットの活用にあたっては、これま

でにも増してご家庭でのご協力をお願いすることとなりますが、どうぞよろしくお願いいたします。 


